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被
災
者
の
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力
で
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代
表
も
記
念
講
演

　
第
5
9
回
新
聞
大
会
（
日
本

新
聞
協
会
主
催
）
は
1
7
日
、

岡
山
市
で
記
念
式
典
と
記
念

講
演
な
ど
が
あ
り
、
式
典
で

は
新
聞
協
金
賞
受
賞
の
５
社

５
件
を
表
彰
し
た
。

第
5
9
回
新
聞
大
会
決
議

（
全
文
）

中
東
情
勢
を
は
じ
め
、

界
は
絶
え
間
な
い
抗
争

張
の
中
に
あ
る
。
わ
が
一

少
子
高
齢
化
、
格
差
の
・

り
な
ど
多
く
の
課
題
膏

で
い
る
。
人
々
は
誰
も
｛

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
命

現
を
切
望
し
て
い
る
。

のが抱広国と

･_　・　　　　－　－　　ｋ　－　--

実安えがも緊世

　
情
報
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
新
聞
は
、
活
字
文

化
の
担
い
手
と
し
て
、
き
め

細
か
な
取
材
と
分
析
、
冷
静

　
死
者
７
万
人
以
上
に
及
ん

だ
「
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
」
（
0
5

年
1
0
月
８
日
発
生
）
の
悲
惨

さ
を
写
真
で
訴
え
た
毎
日
新

聞
東
京
本
社
社
会
部
（
取
材

当
時
は
写
真
部
）
の
佐
藤
賢

で
責
任
あ
る
報
道
に
よ
り
、

人
々
に
確
か
な
指
針
と
展
望

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
　
新
聞
協
会
創
立
6
0
周
年
を

迎
え
た
今
、
わ
れ
わ
れ
新
聞

人
は
、
暴
力
に
よ
っ
て
言
論

を
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
動

き
を
許
さ
ず
、
新
聞
の
自
由

と
独
立
を
守
る
こ
と
に
よ

り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
を
誓
う
。

二
郎
記
者
は
「
被
災
者
の
協

力
が
な
け
れ
ば
こ
の
取
材
は

で
き
な
か
っ
た
。
１
年
た
っ

た
パ
キ
ス
タ
ン
を
取
材
し
た

が
、
ま
だ
復
興
し
て
い
な
い
。

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
伝

え
る
の
は
難
し
く
、
受
賞
を

機
に
何
か
で
き
る
か
考
え
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
式
典
後
、
国
際
医
療
援
助

団
体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
本
部新聞大会で表彰される毎日新聞東京本社社会部・

17日、望月亮一写す佐藤賢二郎記者（左）

・
岡
山
市
）
の
菅
波
茂
代
表

が
記
念
講
演
。
「
人
道
支
援

を
報
じ
る
メ
デ
ィ
ア
の
役
割

と
し
て
、
今
後
は
『
何
を
書

い
て
き
た
か
』
よ
り
、
『
何

を
書
か
な
か
っ
た
か
』
と
い

う
不
作
為
が
問
わ
れ
る
」
な

ど
と
話
し
た
。

　
「
若
狭
幸
治
、
傅
田
賢
史
」
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